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マレーシアにおける上座仏教展開の 
マルチ・エスニック性とコミュニティの形成
黄　　　　　蘊
Multi-ethnic participants and the formation of the Theravada 
Buddhist community in Contemporary Malaysia
HUANG Yun
	 This	 paper	 presents	 an	 analysis	 of	 the	 Theravada	 Buddhist	
temples,	societies	 in	Malaysia	as	well	as	their	devotees,	 focusing	on	
the	process	of	the	formation	of	the	multi-ethnic	Theravada	Buddhist	
community.	 In	Malaysia,	many	 of	 the	Theravada	Buddhist	 temples	
have	a	 long	history	with	various	memberships	of	Sangha	comprising	
monks	from	Thailand,	Sri	Lanka	and	Myanmar.	On	the	other	hand,	
the	 devotees	 of	 almost	 all	 Theravada	 Buddhist	 temples	 are	
predominantly	 English	 educated	 Chinese	 or	 English-speaking	
Chinese.	 The	 Theravada	 Buddhist	 temples,	 despite	 retention	 of	
cultural	 legacies	 of	 Thailand,	 Sri	 Lanka	 and	 Myanmar,	 carry	 out	
manifold	activities	 in	their	own	way	and	styles.
	 This	 paper	 examines	 how	 the	 Sangha	 membership	 and	 the	
Chinese	 participants	 have	 engaged	 in	 developing	 Theravada	
Buddhist	 temples	 in	 cooperation	 with	 each	 other,	 focusing	 in	
particular	 on	 the	 temples	 and	 Buddhist	 societies	 of	 Sri	 Lankan	
tradition.	The	Sri	Lankan	Theravada	Buddhist	temples	and	societies	
tend	to	provide	Dhamma	and	humanitarian	services	to	the	public;	at	
the	 same	 time	 they	 tend	 to	 adopt	 customs	 and	 styles	 of	 their	
Chinese	 devotees.	 It	 is	 in	 this	 way	 that	 they	 become	 indigenised	
and	form	a	distinctive	socio-religious	community.	This	research	will	
demonstrate	how	the	Buddhists	of	the	Theravada	tradition	organize	
their	 community	 and	 how	 multi-ethnic	 participants	 interact	 with	
each	other	 in	that	process.
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はじめに
　多民族国家マレーシアは歴史上外来の文化、宗教受容の場としての位置
づけを有してきた。今日では、中継地点としてのみならず、外来のものが
沈殿し、開花する地点という新たなポジションをマレーシアが獲得してい
るのである。仏教の領域では、大乗仏教のほか、上座仏教、チベット仏教
という三つの仏教伝統が共存し、それぞれ全国組織を結成しながら、盛ん
に活動を展開している。
　大乗仏教は華人移民の大量到来につれ、19世紀以来マレーシアで徐々に
定着、開花するようになった。チベット仏教をめぐる信仰、活動は1970年
代以後の新たな現象である。それらに対して、上座仏教は中継地点として
のマレー半島の特徴を表すかのように、19世紀以来マレー半島に移住、も
しくは通過するタイ、ミャンマー、スリランカ系住民、仏教僧によっても
たらされたものである1）。1920年代前後、華人信者の上座仏教寺院への参入
が増加し始め、一部の寺院ではさらに華人の旧正月を祝う行事を取り入れ
始めた2）。おおよそ1960年代以後、マレーシアにおける上座仏教寺院、団体
の活動は活発になり始め、英語教育華人を中心に信者を増やし始めた3）。今
日、外来の伝統である上座仏教はすでにマレーシア的伝統の一つとしてロ
ーカル化し、かつそのプレゼンスを高めつつあるといえる。
　マレーシアの上座仏教寺院は、当初タイ、ミャンマー、スリランカ系移
 1）	 マレーシア北部のケダー州、クランタン州などタイと近い地域では、もっと早い時
期からタイ系の仏教信仰が伝えられていた。上記地域以外では、タイ、ミャンマー、
スリランカ系移民によってもたらされた上座仏教寺院は19世紀以来始めてその成立
をみた（陳秋平『移民與佛教』2004	南方学院出版社）。例えば、マレーシアにおけ
る始めてのミャンマー系上座仏教寺院は、1803年にペナンで設立された。
 2）	 陳秋平『移民與佛教』（南方学院出版社，2004），119頁。
 3）	 後述するように、マレーシアの上座仏教の展開において、クアラルンプールにある
ブリックフィールズ寺院はリード的かつ指標的な存在である。ブリックフィールズ
寺院では、1960年代以後、「仏教徒伝道協会」（Buddhist	Missionary	Society）が設
立され、それ以後信者が増え始め、各種の活動も増加した。
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民の宗教的ニーズを満たすための施設との位置づけを有していた。しかし、
それは他のエスニック集団の住民の参入を阻むものではなかった。上述の
ように、1920年代前後上座仏教寺院への華人信者の参入が増加し、今日で
は英語教育、英語話者中心の華人信者はすでに信者のマジョリティとなっ
ているのである。一方で、寺院の運営と儀礼の執行はミャンマー、タイ、
スリランカ系僧侶によって執り行われ、華人信者は関係活動の参画、実践
に取り組むかたちで、両者に緊密な協力関係がみられる4）。
　本稿はマレーシアの上座仏教伝統の中で、とくにスリランカ系寺院と仏
教協会に注目し、寺院、協会側と信者とがいかに相互関係しながら、独自
の宗教コミュニティを形成しているのかを考察することを目的とする。
　上述のように、上座仏教寺院、団体は基本的にタイ、ミャンマー、スリ
ランカ系僧侶と華人信者という構成をなしている。その中で本稿の対象と
なるスリランカ寺院の場合、信者にスリランカ系、また少数のインド系信
者も含まれている。こうした多様なエスニック構成のもとで寺院の運営、
活動展開が行われている。一方、近年、上座仏教団体によるインドなど海
外への巡礼、修行活動もみられ、海外で活動する場合、マレーシア国内に
おけるエスニックな対比関係がしばしば移植される状況が観察される。本
稿は、こうした上座仏教の展開におけるマルチ・エスニックな構成関係と、
その構成関係自体のもつ意義についてまず検討を加えたい。
　マレーシアのタイ、ミャンマー、スリランカ系上座仏教寺院はそれぞれ
独自の特徴を有し、活動を展開している。その中で、スリランカ系寺院は
最も系統的に仏教教育を展開しており、と同時に僧侶と信徒とが社会参加
を重視する傾向をみせてきた。こうした活動方針はいかにして固められ、
また華人信者はいかにして寺院の活動展開に取り込まれてきたのか。本稿
はクアラルンプールにあるブリックフィールズ寺院とアロカー基金という
 4）	 Mohamed	Yusoff	Ismail,	1993	Buddhism and Ethnicity: Social Organization of a 
Buddhism Temple in Kelantan.	Singapore:	 Institute	of	Southeast	Asian	Studies.	
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スリランカ系寺院と仏教協会に焦点をあて、彼らはいかにして国内と海外
での活動を組織し、そうした活動展開の中でいかなるビジョンがみられる
のかを明らかにすると同時に、マレーシアにおける上座仏教のコミュニテ
ィ形成の様相についても考察を行いたい。
第 1章　マレーシアの仏教的環境と上座仏教の展開
　マレーシアでは仏教はイスラームに続き、二番目に多く信仰されている
宗教である。2000年のセンサスではイスラームを信仰する人々の割合が約
60.4％で、最大の割合を占める。その次が仏教で、19.2％を占める。仏教
信者のエスニックな構成についてみてみると、華人は全体の98％以上を占
め、残りの 2 ％弱はタイ、ミャンマー、スリランカ系信者からなっている5）。
　一方、マレーシアにおける仏教信仰の中で、華人移民によって持ち込ま
れてきた大乗仏教は圧倒的に優勢で、その次が上座仏教、信者数が一番少
ないのはチベット仏教である。
　前述のように、上座仏教は主として19世紀以来タイ、ミャンマー、スリ
ランカ系移民によってもたらされてきたが、今日その主な信者層は華人か
ら構成されている。言い換えると、華人信者は大乗仏教と上座仏教両方の
パトロンとなっている。その内訳は大きくいうと、大乗仏教の信者は華語
教育、華語話者の華人を中心とし、それに対して、上座仏教の信者は英語
教育、英語話者の華人を中心としている。それは、大乗仏教の経典は中国
語によるもので、上座仏教の経典はパーリ語、英語で書かれ、それぞれの
コミュニケーション言語も中国語マンダリン、英語を中心としているから
 5）	 この統計は1980年のデータに基づくものであるが（Nagata	Judith	1995，	Limits	to	
Indigenization	 of	 Buddhism	 in	 Malaysia	 with	 a	 Focus	 on	 the	 Religious	
Community	 in	 Penang.	 In	Rokiah	Talib	 and	Tan	Chee	Beng	（eds.）	Dimensions 
of Tradition and Development in Malaysia.	Pelanduk	Publications,	p.315 ）、今 日
その割合は基本的に同じものといえる。
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である。なお、華人仏教徒の中で、大乗仏教と上座仏教両方の寺院、団体
の活動に参加するものが少なくなく、さらに両者の間で流動的となってい
る信者も存在する。
　多民族国家、多様な文化、情報の通過点という位置づけをもつマレーシ
アでは、仏教の三つの流派は相互に手を携え、協同で活動を行うことも少
なくない。ウェーサク祭行事や全国供僧大会（Mahasanghikadana）の共同
開催はその典型である。後者の場合、大乗仏教、上座仏教とチベット仏教
の僧侶は一堂に集まり、信者から食べ物の寄進を受けることになる。これ
までの供僧大会は多くの場合、華人タウンホールなどの施設で開催されて
いる6）。誦経はパーリ語で行われるが、関係のスピーチはマンダリン、英語
そして福建語で行われている。
　それぞれの仏教流派は全国組織を結成しているが、全ての流派を統合す
ると自認する全国的な仏教組織も存在する。まず、大乗仏教の全国組織で
ある「マレーシア仏教総会」（Malaysian	Buddhist	Association）は1959年
に成立したもので、マレーシア全国で400以上の大乗仏教寺院からなる団体
会員を有している（以下 MBA と略称する）。MBA は自身がマレーシアの
仏教徒を代表する組織と自認している。1983年成立の「マレーシア四大宗
教諮問会議」（仏教、キリスト教、ヒンドゥー教、シーク教）の創設メンバ
ーとして、自身による仏教代表をそこに送ってきた7）。なお、MBA の使用
言語はマンダリンで、中国語の季刊誌『無尽燈』を発行している。
　上座仏教の組織として、まず、1895年成立の「スリランカ仏教徒伝道協
会」（Sasana	Abhiwurdhi	Wardhana	Society）と1962年成立の「仏教徒伝
 6）	 例えば、2007年の全国供僧大会（Mahasanghikadana）はペナンの徳教団体「紫雲
閣」のホールで開催された（馬来西亜佛教青年総会	2007『佛教青年』VOL.118,	34
頁）。
 7）	 Nagata	Judith	1995,	Limits	to	Indigenization	of	Buddhism in	Malaysia	with	a	Focus	
on	 the	 Religious	 Community	 in	 Penang.	 In	 Rokiah	 Talib	 and	 Tan	 Chee	 Beng
（eds.）	 Dimensions of Tradition and Development in Malaysia.	 Pelanduk	
Publications,	p.327.
文化交渉による変容の諸相
254
道協会」（Buddhist	Missionary	Society、以下 BMS と略称する）があげら
れる。両者はともにクアラルンプールのブリックフィールズ・スリランカ
寺院を拠点とするもので、マレーシアの上座仏教を代表する二つの団体と
いえる。そのほか、1968年成立の「マレーシアタイサンガ協会」（Malaysia	
Thailand	Sangha	Council）があり、タイ系寺院と僧侶を統合する組織とし
てその影響力の範囲は限定的である。
　チベット仏教の全国組織「マレーシア金鋼乗総会」（Vajrayana	Buddhist	
Council	of	Malaysia）は2000年に成立し、マレーシア全国で30の会員組織
を有している。
　最後に、特定の流派に属さないと自認する仏教組織として「マレーシア
仏教青年総会」（Young	Buddhist	Association	of	Malaysia、以下 YBAM
と略称する）があげられる。YBAM は1970年にペナンで結成され、その結
成初期の提唱者に大乗仏教の竺摩長老、上座仏教のダマナンダー長老とい
った著名な僧侶、仏教関係者が含まれていた8）。YBAMはその成立初期から
ノンセクトとの立場をもち、大乗仏教、上座仏教とチベット仏教の三つの
流派の共存と相互の協力をめざしてきた。今日 YBAM はマレーシア全国
で260以上の各流派の団体会員を有するに至っている。なお、YBAM は大
学生向けの布教活動や、出版事業といった仏教の知識化を重視し、マレー
シアの仏教界で新風を起こしているといえる9）。言語の使用では、YBAMは
その活動展開において、マンダリン（華語）と英語の両方を用いている。
また、両言語の定期刊行物として、『佛教文摘』、『佛教青年』（中国語、英
語バイリンガル）、“Eastern	Horizon”を発行している。総じて、YBAM
は華語話者と英語話者信者の両者の統合、また、マレーシアにおける三つ
の仏教流派をまとめることをめざし、「マレーシア的仏教」（Malaysian	
Buddhism）の推進を自らの目標としている10）。
 8）	 ibid,	p.326.
 9）	 馬来西亜佛教青年総会	2007『佛教青年』VOL.118,	8－11頁。
10）	 YBAM では、「マレーシア的仏教」を教義としての仏教ではなく、マレーシアにお
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　上記はマレーシアの仏教的環境と仏教組織の全体状況となるが、では、
本稿の対象となる上座仏教寺院の展開状況はどうなっているのだろうか。
全体的に、タイ寺院、ミャンマー寺院とスリランカ寺院はそれぞれ独自の
特徴と活動スタイルを有している。タイ寺院は、タイ系と中国系の風習、
行事を多く取り入れている傾向を見せ、そのうち、ツーリズム的なプレゼ
ンスをもつところも少なくない。また、多くのタイ系僧侶は、タイ語や、
福建語、マンダリンを使用しており、英語使用の僧侶はまれである。ミャ
ンマー寺院については、一部では華人信者の文化的風習を取り入れる傾向
をみせるものの、全体的にエスニック・文化的要素に影響される度合いが
低い。ミャンマー寺院はその厳格な瞑想で知られ、瞑想の実践や関係の静
修プログラムはしばしば信者を集めるポイントとなっている。
　スリランカ寺院の特徴として、仏教教育、社会福祉サービスの展開にそ
の独自性がある。全体的に社会と接点をもつこと、また社会貢献を重視す
る傾向を見せている。前述のクアラルンプールのブリックフィールズ寺院
と、ペナンのマヒンダラマ寺院はマレーシアでもっとも知られる二つのス
リランカ寺院である。両者はともに大衆向けの仏教教育、静修・短期出家
プログラムを展開するほか、孤児院や老人ホームの運営、フリー医薬サー
ビスといった社会福祉活動にも積極的に取り組んでいる。こうした仏教教
育の展開、またその積極的な社会参加をもち、スリランカ寺院は上座仏教
信者の間で高い名声を獲得しており、また大きな影響力を有するに至って
いる。なお、スリランカ系僧侶の英語習得度はタイ系、ミャンマー系僧侶
に比べ一番高いものである。
　一方、クアラルンプールのブリックフィールズ寺院とペナンのマヒンダ
ラマ寺院は、上座仏教寺院の中で、その活動展開において革新的とはいえ
るものの、伝統的な寺院形態を脱しているわけではない。大乗仏教では、
いて三つの仏教流派が共存する状況を指すものとして捉えている（馬来西亜佛教青
年総会2007『佛教青年』VOL.118,	 6 頁）。
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近代的な仏教団体、例えば台湾から進出してきた「仏光山」、「慈済」や、
マレーシア生まれの「檀香山」がその近代的な組織運営と活動展開におい
て近年注目を集め、仏教界で新風を巻き起こしている。上座仏教において
も、後述するアロカー基金はこのようなタイプに属する。こうした近代的
な仏教団体に比べ、ブリックフィールズ寺院とマヒンダラマ寺院は、あく
までも伝統的な寺院の延長上にあるという性格をもつ。
　次章ではスリランカ系のブリックフィールズ寺院とその信者について詳
しくみることにする。
第 2章　ブリックフィールズ寺院とその信者たち
1 　ブリックフィールズ寺院の活動とその先駆者たち
　マレーシアの上座仏教諸流派の中で、スリランカ系寺院は最も仏教教育
の展開、また布教伝道活動に熱心である。そのうち、クアラルンプールに
あるスリランカ系ブリックフィールズ寺院はマレーシアの上座仏教の展開
において、先導的な位置に立っているといえる。
　ブリックフィールズ寺院は、1894年に、マラヤに移住したスリランカ系
シンハラ住民によって創設された。当時87人のシンハラ住民は自らの宗教
信仰実践の場を求め、イギリス植民地政府に土地を申請し、仏教寺院を建
てた。その後、まもなく、スリランカから僧侶を招聘し、仏教寺院として
正式に活動を始めた11）。なお、当時のシンハラ信者たちは「スリランカ仏教
徒伝道協会」（Sasana	Abhiwurdhi	Wardhana	Society、以下SAWSと略称
する）を政府に登録し、マレーシアで初めての仏教協会の実現をもたらし
た。
　ブリックフィールズ寺院は当初シンハラ・コミュニティに対して仏教サ
11）	 Sasana	Abhiwurdhi	Wardhana	Society,	1995	Sasana Abhiwurdhi Wardhana Society 
Centenary Celebrations,	p.27.
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ービスを提供するとの位置づけをもっていたが、その後全てのエスニック
背景の仏教徒向けへとその位置づけの変更を経験してきた。今日では、シ
ンハラ信者、また少数のインド系信者のほか、華人信者は信者のマジョリ
ティとなっている。寺院の組織構成としても、シンハラ信者から構成され
る 上 記 の SAWS と、華 人 信 者 中 心 の「 仏 教 徒 伝 道 協 会 」（Buddhist	
Missionary	Society）という二つの組織が存在している。そのうち、SAWS
は寺院運営委員会との役割を担い、寺院の運営、財政などの面で責任をと
ることになる。
　今日では、シンハラ信者と華人信者の協力のもとで、ブリックフィール
ズ寺院はその活動範囲を広げ、マレーシア全国、また世界に仏教伝道活動
を拡大するに至った。その主な活動として、まず、仏教日曜学校（Sunday	
School）という仏教フリースクールによる仏教教育の推進があげられる。
今日当スクールの各学年を合わせた学生総数はすでに1500名を超え、マレ
ーシアにおける重要な仏教教育拠点の一つとなっている。そのほか、定期
的な説法、瞑想クラス、信者に対するカウンセリング・セッションなどの
宗教活動がある。最後に特筆すべきなのは、ブリックフィールズ寺院は定
期的な仏教刊行物の出版事業を進めている。そうした出版物の中に仏教教
理に関するものもあれば、種々の社会問題に対処するための仏教解説書も
少なからず含まれている12）。2000年以後、関係の仏教刊行物、CD、VCDの
配布範囲はマレーシアを越え、インド、スリランカ、カンボジアなどの海
外に及ぶようになった。海外配布の刊行物は該当地域の言語に翻訳された
もので、現在ではすでに32の言語による刊行が実現されている13）。
　ブリックフィールズ寺院はこのほか、信者ならびに社会のニーズに応じ
るかたちで、活動展開における革新を試みてきた。マジョリティである華
12）	 Mahindarama	 Dhamma	 Publication,	 2003	 Mahindarama Buddhist Temple 85 
Years of History,	p.17.
13）	 Sasana	 Abhiwurdhi	 Wardhana	 Society,	 2008 Buddhist Maha Vihara Brickfields 
Activities Report 2008,	p.7－10.
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人信者への文化的適応として、華人の祭日、行事を取り入れ、また観音像
など華人にとってなじみ深い文化的象徴を取り込んだ。若年層の信者の要
望に応え、近年では仏教式結婚式も催されている（写真 1 ）。なお、仏教徒
の社会参加が不十分だとして、1994年に現住職のダマラタナー長老のリー
ドのもと、「慈愛福祉センター」（TI－RATANA	WELFARE	SOCIETY）
が発足され、孤児、老人の収容や、関係の女性に対する援助活動が行われ
ている。
　ブリックフィールズ寺院のこうしたマルチな活動展開の方向性は前住職
のダマナンダー長老（Ven.	Dhammananda）の時代に遡る。ダマナンダー
長老（1919－2006）は著名な仏教学者でもある。マレーシアの上座仏教展開
の先駆的な存在として「マレーシア上座仏教の父」といわれている。ダマ
ナンダー長老は1952年にスリランカからマラヤにわたり、1954年にブリッ
クフィールズ寺院の住職に就任した。2006年なくなるまでの間に、寺院と
マレーシア上座仏教の発展に、数々の貢献をしてきた。長老の貢献はとく
に仏教教育と全国的な伝道活動において顕著であった。上述の「仏教徒伝
道協会」（BMS）は1962年にダマナンダー長老によって設立され、その目
的は寺院を拠点とする全国的な伝道布教活動の展開である。実際に、ダマ
ナンダー長老は数々の本を執筆、出版し、またマレーシア全国ならびに海
写真 1　住職主催の仏教式結婚式
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外までダーマトーク（Dhamma	talk）を実施してきた14）。
　ダマナンダー長老はその異なる仏教伝統、文化慣習に対する寛容性にお
いても知られている。長老は名高い仏教学者としてマレーシアの各仏教流
派の尊敬を集め、と同時にその寛容な姿勢において支持をえていた。ダマ
ナンダー長老は「マレーシア式仏教」、「マレーシアンスタイルの仏教」の
実現を最初に提案した人物である。マレーシアの多文化の環境を最大限に
利用し、異なる仏教伝統、エスニック背景をもつ信者間の連携を進めるべ
きだと主張してきた。そうした長老の姿勢を評価するかたちで、多数の上
座仏教または大乗仏教の団体、協会は長老をスーパーアドバイザーとして
迎えようとしていた15）。
　後述するダマナンダー長老の弟子であるマヒンダー長老の話しによると、
ダマナンダー長老は生前にたびたび仏教の異なる流派の違いを強調する必
要はないと明言したという16）。そのほか、長老は、仏教実践の展開は、文化
的ピーアール、エスニック要素なしでは不十分だとも指摘した17）。言い換え
ると、ダマナンダー長老は信者の文化的慣習に合わせながら、仏教実践を
推進すべきだとの立場をとっていたといえる。
　こうしたダマナンダー長老の姿勢、活動方針はその後任の住職に受け継
がれている。ダマナタラー長老（Ven.	Dhammaratana）は2006年からマナ
ンダー長老の後任として、ブリックフィールズ寺院の住職に就任した。ダ
14）	 Mahindarama	 Dhamma	 Publication,	 2003	 Mahindarama Buddhist Temple 85 
Years of History,	p.17.
15）	 Nagata	Judith	1995,	Limits	to	Indigenization	of	Buddhism	in	Malaysia	with	a	Focus	
on	 the	 Religious	 Community	 in	 Penang.	 In	 Rokiah	 Talib	 and	 Tan	 Chee	 Beng
（eds.）	 Dimensions of Tradition and Development in Malaysia.	 Pelanduk	
Publications,	p.341.
16）	 2009年11月28日、インド短期出家プログラムの説法セッションにおけるマヒンダー
長老の発言。
17）	 Nagata	Judith	1995,	Limits	to	Indigenization	of	Buddhism in	Malaysia	with	a	Focus	
on	 the	 Religious	 Community	 in	 Penang.	 In	 Rokiah	 Talib	 and	 Tan	 Chee	 Beng
（eds.）	 Dimensions of Tradition and Development in Malaysia.	 Pelanduk	
Publications,	p.331.
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マナタラー長老は1980年32歳の時にスリランカからマレーシアに渡来し、
以来ブリックフィールズ寺院常駐の僧侶として奉仕してきた。長老は、仏
教諸流派の外見上の違いより、その教えの共通性に着目すべきだと指摘し、
さらに仏教徒の社会参加の必要性と重用性を強調している18）。上述の「慈愛
福祉センター」（TI－RATANA	WELFARE	SOCIETY）の実現とその活
動展開は、ダマナタラー長老の理念の現実化そのものといえる。
2 　ブリックフィールズ寺院の信者たち
　上述のブリックフィールズ寺院の多方面にわたる活動の展開、また僧侶
の寛容な姿勢はマジョリティである華人信者、全体社会の環境との相互作
用の結果ともいえる。すなわち、華人信者たちのニーズ、要望、また社会
環境の特性に合わせ、さらにそれらと相互に関係しながら、今日のブリッ
クフィールズ寺院のスタイルが形成されているものである。では、華人信
者たちはどのような動機のもとで、いかにしてブリックフィールズ寺院の
活動に参加しているのだろう。
　ブリックフィールズ寺院の華人信者は、ほとんど英語教育もしくは英語
話者の華人で、またそのうちの多数は社会中流層といえる人々である。多
くの信者に通じていえるのは、物質的な余裕ができた段階で、高次の宗教
知識、教養を求め、もしくは精神的な頼りを得ることが彼らの入信動機で
ある。しかし、それぞれの生活環境、教育背景などが異なることから、信
者層に異なる参加パターンがみられる。全体的にいうと、寺院への関わり
の度合い、実践の形態から、信者は三つの層にわけることができる。すな
わち、寺院の活動に定期的に参加し、理論、実践の両方に積極的にコミッ
トする固定信者層、非定期的、もしくは必要な時だけ寺院を訪れ、理論学
習と実践を厳格に行っていない半固定信者層、またはルーズに寺院と関わ
18）	 筆者は2009年12月 5 日にブリックフィールズ寺院でダマナタラー長老をインタビュ
ーした。
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る流動的な信者層という三つの層が観察される。以下、この三つの層の信
者の具体例をそれぞれ取り上げ、信者の参加形態とそれぞれの性格を明ら
かにしたい。
［事例 1］S氏（女性、60代）―固定信者層
　S 氏は英語教育を受けた華人である。S 氏自身は家庭主婦であるが、夫は
プロフェショナルで、英語と華語の両言語話者である。
　S氏はブリックフィールズ寺院の信者になり、すでに30年以上となる。こ
れまでブリックフィールズ寺院女性部の中堅メンバーの一人として、ダマ
ナンダー長老の活動展開をサポートしてきた。そのキャリアゆえに、寺院
内の一部活動展開において S 氏は組織者としての役割をも担っている。
　子供 2 人ともオーストラリアなど西洋圏で大学教育を受け、クアランル
ンプールで専門職の仕事に就いている。
　S 氏の夫も子供も S 氏の影響を受け、上座仏教の実践にコミットしてき
た。そのうち、孫を含む長男一家はそろって関係の活動に参入している。
後述するアロカー基金主催の2009年11月のインド短期出家に、S 氏夫婦と
長男一家、長女合わせて 6 人で参加していた。
　経済状況良好の S 氏一家にとって、各種の静修・短期出家プログラムに
参加するのは、高次の精神的糧を求めるということを意味すると同時に、
それを一種のセラピーと捉える向きもみられる。上記のインド短期出家へ
の一家参加は、そのような性格を含んでいる。インドからの帰りに経由地
のバンコクでさらに数日間休日を過ごし、それを家族旅行の機会にした。
［事例 2］K氏（男性、50代）―固定信者層
　K 氏は、英語教育を受けたエリート層で、クアランルンプールの外資系
企業でエンジニアを務めている。妻は家庭主婦で、娘三人いる。長女と次
女は、現在アメリカで大学教育を受けている。末子は高校生である。家で
のコミュニケーション言語は英語だが、母と喋るとき、末子は華語を使う。
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　K 氏はブリックフィールズ寺院の信者になってすでに久しい。以前、同
寺院の仏教日曜学校（Sunday	School）で系統的に教理知識を学んだこと
がある。K 氏は、同寺院の「仏教徒伝道協会」（BMS）のメンバーであり、
これまで BMS の伝道活動の一環としてボランティアーで各地へダーマト
ーク（Dhamma	talk）を展開している。
　妻と娘も K 氏の影響を受け、関係の仏教実践に取り組んでいる。2009年
11月のインド短期出家に、K 氏は 3 週間の休みをとり、高校生の末子も学
校に休みをとり、一家 3 人で参加した。K 氏夫婦はそろって剃髪して短期
出家を体験した。
　K 氏は一般の信者よりも教理知識に対する理解を重視し、実践と同時に
アカデミックな研鑽に取り組んでいる。
［事例 3］C氏（女性、50代）―半固定信者層
　C 氏は、英語教育を受けた華人で、クアランルンプール郊外の会社に勤
務する。18年前に家庭内の問題に悩まされ、義理の姉に勧められた結果、
ブリックフィールズ寺院に通い始めた。最初はそれほど真剣に活動、実践
にコミットしていなかったが、 3 年前から毎週金曜日に寺院へ朝食の寄進
を行うようになった。仕事が忙しいので、しょっちゅう寺院に行けないが、
毎日瞑想、誦経を家で短時間行うようにしている。夫も C 氏の影響で寺院
の活動に参加するようになった。2008年と2009年の 2 回、夫婦一同、後述
するアロカー基金主催のインド巡礼、短期出家に参加した。2008年の際、
C 氏夫婦はともに剃髪して、短期出家を経験し、2009年では剃髪せず、短
期出家に参加した。
　C 氏は、近年の上座仏教の教理の学習、関係の実践活動を通して、家庭
内の問題などに対して、寛容に対応できるようになったという。さらに、
C 氏は、自分のような平凡な人間は所詮悟りを開くという境地に至ること
が難しいが、仏教は自分にとって、生きる規則であり、人生のレシピーで
あるという。
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［事例 4］L氏（女性、50代）―流動的な信者層
　L 氏は主婦で16年前に夫をなくした。現在30代の子供 3 人とともに暮ら
す。L 氏は小学校教育しか受けていないが、独学で華語を一部読めるよう
になった。夫の影響で仏教に興味をもち、夫の他界後、本格的に仏教寺院
の活動にコミットするようになった。L 氏は大乗仏教の寺院で帰依し、以
来積極的に教理の学習、各種の実践に取り組んできた。長男以外の娘二人
も母の影響で仏教寺院の活動に参加している。
　L 氏は大乗仏教寺院、団体以外、チベット仏教、上座仏教寺院、団体の
活動にも参加している。これまで仏教巡礼の旅として、ネパール、インド
に行ったほか、インドでチベット仏教寺院の法会にも参加した。L 氏は英
語が分からないが、外国での仏教活動に参加する際に、娘を同伴させ、関
係の活動に参加していた。
　ブリックフィールズ寺院には娘たちの小さい時から親子 3 人で来ている。
ここに来る理由は、ブリックフィールズ寺院はクアラルンプールの著名な
寺院なので、ここでの行事にも参加してみたいという。
　L 氏は言語の問題で主に大乗仏教寺院、団体の活動に参加するが、同じ
仏教なので、チベット、上座仏教の教えにも触れ、その実践をも経験して
みたいと自分の立場を語っている。
　上記の 4 人の信者とその家族の事例から異なる信者たちの参加パターン
と実践形態がみられる。事例 1 と 2 の信者の場合、自身もしくは夫がエリ
ート層であり、物質的条件のよさと相まって、精神的高み、もしくは高次
の宗教知識を求めようとする姿勢が明確にみてとれる。事例 3 の信者はあ
る程度仏教知識に対する理解や、精神的糧を求めようとしているが、あく
までも現実主義的という域を出ていない。C 氏は寺院での寄進行為や関係
の実践を行っているが、それ以上の深い理解と研鑽を考えていない。C 氏
のようなタイプは、ブリックフィールズ寺院信者の大多数を占めていると
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いえる19）。最後の事例 4 の信者は、一部の流動的な仏教徒の信仰形態を表し
ている。
　ブリックフィールズ寺院をめぐって、このようないくつもの信者層が存
在しているが、そうした存在は同寺院のもついくつかの顔を表しているも
のといえる。すなわち、仏教教育、伝道活動のセンターという一面をもつ
と同時に、実利的な機能をもそなえる拠点という寺院のマルチな性格がそ
こに映し出されているのである。一方で、異なる性格、様相をみせる寺院
の信者層は、しかしブリックフィールズ寺院とのつながりを共通点として、
一つの宗教コミュニティを形成してきているといえる。そのコミュニティ
の中心に位置するのは僧侶と一部の中堅信者で、まわりに半固定信者、さ
らに流動的な信者という広がりがみられる。
第 3章　ブリックフィールズ寺院からアロカー基金へ
　アロカー基金は非営利仏教団体として2002年にクアラルンプールで成立
した。その精神的指導者は華人僧侶のマヒンダー長老（Ven.Mahinda）で
ある。アロカー基金は、静修センターの開設と運営、また仏教教育の推進、
関係の実践活動の展開などを目的としている。
　マヒンダー長老（1949－）は英語教育背景の華人として、1976年にダマナ
ンダー長老のもとで出家した。最初に、スリランカで仏教知識を学び、ま
た関係の訓練を受けた。その後、インド、ミャンマー、タイで関係の僧侶
について瞑想をならった。と同時に、マヒンダー長老は大乗仏教、チベッ
ト仏教の知識をも学び、多様な仏教知識を身につけている。
　マヒンダー長老は、ダマナンダー長老の弟子としてブリックフィールズ
寺院で学び、また僧侶として奉仕していたが、1999年に信者からの土地の
寄付をきっかけにオーストラリアのシドニーでアロカー瞑想センターを設
19）	 ブリックフィールズ寺院の現住職ダマナタラー長老も同じような見解を示している。
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立し、独立するようになった。その後の2002年に、さらにマレーシアのク
アラルンプールにおいて上記のアロカー基金を創設した。今日マヒンダー
長老の活動範囲はマレーシア、シンガポールとオーストラリアに及ぶもの
で、そのリードしているアロカー基金とアロカー瞑想センターは、組織運
営と活動展開において近代的な上座仏教の協会との特徴をみせ、とくにマ
レーシアの上座仏教信者の間で新風を起こすものとして知られている。国
際ワークショップの開催や、教育プログラムの展開などで知識層の参入を
集めているのはその具体例となる。
　マヒンダー長老はもともとスリランカ系の仏教伝統を厳格に実践するタ
イプであったが、信者、社会環境との相互関係の中で、徐々にその姿勢に
変化が生じた。まず、華人信者と観音信仰とのつながりを理解し、信者の
慣習を受け入れ、その後、他の仏教伝統の教え、実践方式をも受け入れる
ようになった。シドニーのアロカー瞑想センターと、クアラルンプールの
アロカー基金では、それぞれ大乗仏教、チベット仏教に関する文化・宗教
的イメージが取り入れられている。同時に、アロカー関係の活動にそうし
た多様な仏教伝統の実践スタイル、知識をも一部取り入れている。
　近年マヒンダー長老の推進している活動として、インド巡礼、短期出家
プログラムがあげあれる。このプログラムは2007年に始まり、 4 年間続く
プログラムである。インドでは仏陀ゆかりの地において、巡礼や関係の実
践を行うことで仏教に対する理解を深めてもらうことがその目的である。
これまで2007年に118人の参加者、2008年に350人の参加者、また2009年に
142人の参加者が記録されている。参加者たちは、おもにマレーシア、シン
ガポールとオーストラリアの仏教信者である。それぞれアロカー基金とア
ロカー瞑想センターと直接もしくは間接的に関係し、参加を申し込んだも
のである。
　ここでは2009年のインド短期出家プログラムの参加者とプログラムの具
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体的な活動内容などについて紹介し20）、インド短期出家の成り立ち方とマヒ
ンダー長老の布教活動の理念を検討したい。2009年のインド短期出家は同
年の11月14日から30日までの日程で、インドのサルナート（Saranth）で行
われた。
　まず、参加者のカテゴリーとそれぞれの人数については、以下のとおり
である（表 1 ）。
表 1　2009年インド短期出家プログラム・カテゴリーと人数
カテゴリー 人数
全参加者 142人
僧侶（Sangha	members） 3人
男性出家者（Samaneras） 27人
女性出家者（Upasikas） 71人
見習い（Anagarikasa） 11人
巡礼（Pilgrim） 9人
ヘルパー（Helpers） 20人
　参加者の特徴として、まず、女性が全体の 3 分の 2 以上を占めていた。
また、家族ぐるみの参加が多くみられ、そうした家庭は 5 家庭以上あった。
夫婦一緒の参加ケースも多かった。国別では、マレーシア、シンガポール
とオーストラリアの参加者が90％以上を占める。なお、マレーシアとシン
ガポールからの参加者は最も多く、オーストラリアからは20名の参加者が
あった。
　信者のエスニックな背景については、マレーシアからの参加者は全員華
人で、シンガポールからは数名のスリランカ系、ユーラシア系以外は華人
信者である。オーストラリアからの参加者20人のうち、 6 人はスリランカ
20）	 2009年のインド短期出家に筆者も参加した。以下の内容は、筆者の現地調査による
ものである。
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系で、 2 人は白人系、残りはマレーシア、シンガポールからの華人移民で
ある。
　次に、サルナートでの活動についてみよう。サルナートではスリランカ
系ムラガンダー寺院（Mulagandha	Vihara）の全面協力を得て、寺院内で
各種活動を展開していた。朝の 6 時から一日のプログラムが始まる。誦経
（chanting）、瞑想と説法を聞くといった内容が続いている（写真 2 ）。その
ほか、仏教遺跡の巡礼、仏陀ゆかりの場所での瞑想の実践も内容の一部と
して組み込まれている。
　なお、毎年のプログラムの中でチベット仏教寺院への訪問も計画されて
いる。2009年では同じサルナート市内のチベット仏教寺院を訪問し、チベ
ット仏教の長老の説法を受けた。
　最後に2009年のインド短期出家における参加者のエスニック性とその機
能のしかたについて注目したい。上述のように、今回の関係活動は主にス
リランカ系ムラガンダー寺院を場所として展開したものである。同寺院と
の関係性は、マヒンダー長老のスリランカ系上座仏教という背景と直結す
るものである。なお、インド北部の仏陀ゆかりの地において、「菩提協会」
（Maha	Bodhi	Society）というスリランカ系仏教協会は複数の寺院を所有
し、活動を展開している。ムラガンダー寺院も同協会管轄下の寺院である。
写真 2　ムラガンダー寺院内での誦経の様子
文化交渉による変容の諸相
268
そうした中で、スリランカ系寺院、僧侶との関係性、その人脈がインド短
期出家プログラム実現のカギとなっている。
　なお、2009年のインド短期出家では、参加者の宿舎として、サルナート
市内にある中国寺院に一部宿舎を提供してもらった。
　今回の短期出家プログラムの参加者は複数の国から構成されるが、その
エスニックな背景についていえば、華人とスリランカ系はメインとなって
いる。この両者のエスニックな動員、人脈関係は、仏教活動の展開におい
て重要な意味をもったことが分かる。華人とスリランカ系信者の多数の参
加も上記複数の国における華人とスリランカ系のエスニックな連携関係が
大きく関係している。
　なお、華人信者の中で大乗仏教の信者も少なからずいたが、そうした信
者の参加をアロカー基金は積極的に受け入れた。
　総じて、インドでの短期出家プログラムからは、アロカー基金とマヒン
ダー長老の仏教世界観とその布教理念がかいまみれるものである。マヒン
ダー長老は、マレーシアの環境の中で育ったユニークな体験と独特なビジ
ョンをもつ僧侶のひとりである。長老は、多様なパースペクティブ、多様
な仏教伝統を受け入れ、アロカー基金の活動展開を通して、新たな仏教の
現実を創出しようとしているのである。それは、すなわち、大乗仏教、上
座仏教、チベット仏教のどれか一つとは特定しないニュー・カテゴリーの
創出である。長老自身も自分の活動は上座仏教の発展のためとは限定でき
ないとし、より広い枠組みにおける仏教の布教は自分の目標だと指摘して
いる。
　このようなマヒンダー長老の仏教観とその布教理念は、多元社会マレーシ
アの社会環境とそこでの仏教の生態を反映したもので、それはブリックフ
ィールズ寺院がこれまで培ってきた伝統を発展的に継承したものといえる。
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おわりに
　本稿は、マレーシアの上座仏教の展開について、スリランカ系寺院と協
会を中心に関係の考察を行ってきた。これまで述べてきたとおり、マレー
シアの上座仏教の中で、スリランカ系寺院と協会はとりわけ大きな影響力
をもち、マレーシアの上座仏教の今日の展開の重要な側面を反映している。
　本稿で取り上げたブリックフィールズ寺院とアロカー基金は、いずれもマ
ルチ・エスニックな参加者によって支えられ、今日までの発展を遂げてき
た。上座仏教という外来の伝統がマレーシアでローカル化するにあたり、こ
うしたマルチ・エスニックな参加者による取り組みが必要不可欠というこ
とは、これまでの歴史を通して証明されてきた。今後の上座仏教の展開に
おいても、このようなマルチ・エスニックな構成関係は引き続き重要な意
義をもち、それがまたマレーシアの独自性を形作る源泉でもあるといえる。
　一方、上述のブリックフィールズ寺院とアロカー基金の活動方針、理念
は、いずれも全体社会、また信者との相互関係の中で生まれたものである。
両者はともに柔軟性と革新性のもとで、信者のニーズに応じ、多様な活動
を展開してきている。なお、ブリックフィールズ寺院とアロカー基金に共
通するのは、従来の観念にとらわれず、「マレーシア的仏教」への追求の姿
勢である。そうしたプロセスのなかで、均一的とはいえないものの、同一
の理念をみせる宗教コミュニティはすでに形成されつつあるといえる。
　ブリックフィールズ寺院を代表とするスリランカ系寺院は、マレーシア
の社会環境に応じ、革新的な姿勢で諸活動を展開することで自らの位置づ
けを構築してきた。そうした姿勢は近年マレーシアで生まれたローカルな
仏教協会アロカー基金に継承され、それがさらにアロカー基金の活動展開
を通して、トランスナショナルな広がりをもとうとしているのである。ア
ロカー基金の創始者はマレーシア生まれの現地僧侶であり、アロカー基金
の成立とその今日における発展は、マレーシアの上座仏教の内発的な発展
の新段階を示すものといえよう。
